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(57)【要約】
【課題】　文書が意図しない状態で印刷されても、印刷
指示端末まで戻らず、意図通りの印刷に対応する簡単で
正確な印刷設定を経て該文書の再印刷を可能にする。
【解決手段】　プリンタ３０において、印刷制御部３６
１はクライアント端末１０から印刷指示された文書を画
像形成部３４で印刷させ、文書保管制御部３６４は該文
書を記憶部３２に保管する。印刷履歴管理部３６２は印
刷された文書の印刷履歴を管理する。印刷履歴表示制御
部３６３が表示／操作部３５に表示する印刷履歴から再
印刷する文書が選択されると、再印刷制御部３６５は、
該文書の印刷履歴中の用紙種別の指定を受付け不可とす
る印刷設定画面を表示し、意図した印刷に対応する用紙
種別の入力を受付けて印刷設定したうえで、該文書を記
憶部３２から読出し、上記印刷設定画面で設定された印
刷設定に基づき画像形成部３４で再印刷させる。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　文書処理端末と、
　前記文書処理端末からの印刷指示に基づき文書の印刷処理を行う印刷装置と
　を有し、
　前記印刷装置は、
　前記印刷処理により印刷した文書の印刷履歴を管理する印刷履歴管理手段と、
　前記印刷指示された文書を記憶する記憶手段と、
　前記印刷履歴管理手段が管理する印刷履歴を表示する表示手段と、
　前記表示手段が表示する印刷履歴から再印刷する文書を選択する選択手段と、
　前記選択手段により選択された文書の印刷履歴に基づき、特定の印刷属性の設定を規制
する印刷設定画面を表示し、該印刷設定画面を用いて入力される印刷属性に基づく印刷設
定を行う印刷設定手段と、
　前記選択手段により選択された文書を前記記憶手段から読出し、該文書を前記印刷設定
手段により設定される印刷設定に基づき印刷処理する印刷処理手段と
　を具備する印刷制御システム。
【請求項２】
　前記印刷履歴管理手段は、
　前記印刷された文書の印刷に用いた用紙種別を含む前記印刷履歴を管理し、
　前記印刷設定手段は、
　前記選択手段により選択された文書の印刷履歴における前記用紙種別に基づき、印刷属
性として前記用紙種別を設定不能な前記印刷設定画面を表示する
　請求項１記載の印刷制御システム。
【請求項３】
　前記印刷履歴管理手段は、
　前記印刷された文書の指定された用紙から他の種別の用紙に切り換えて印刷処理された
際の切換頁数と該切換頁数より前の頁を印刷した用紙種別を含む前記印刷履歴を管理し、
　前記印刷設定手段は、
　前記選択手段により選択された文書の印刷履歴における前記切換頁数と前記切換頁数よ
り前の頁を印刷した用紙種別に基づき、印刷頁として前記切換頁以降の頁のみ指定可能で
、かつ、用紙種別として前記切換頁数より前の頁の印刷用紙種別を設定可能な前記印刷設
定画面を表示する
　請求項１または２記載の印刷制御システム。
【請求項４】
　文書処理端末からの印刷指示に基づき文書の印刷処理を実行する印刷制御装置であって
、
　前記印刷処理により印刷した文書の印刷履歴を管理する印刷履歴管理手段と、
　前記印刷指示された文書を記憶する記憶手段と、
　前記印刷履歴管理手段が管理する印刷履歴を表示する表示手段と、
　前記表示手段が表示する印刷履歴から再印刷する文書を選択する選択手段と、
　前記選択手段により選択された文書の印刷履歴に基づき、特定の印刷属性の設定を規制
する印刷設定画面を表示し、該印刷設定画面を用いて入力される印刷属性に基づく印刷設
定を行う印刷設定手段と、
　前記選択手段により選択された文書を前記記憶手段から読出し、該文書を前記印刷設定
手段により設定される印刷設定に基づき印刷処理する印刷処理手段と
　を具備する印刷制御装置。
【請求項５】
　前記印刷履歴管理手段は、
　前記印刷された文書の印刷に用いた用紙種別を含む前記印刷履歴を管理し、
　前記印刷設定手段は、
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　前記選択手段により選択された文書の印刷履歴における前記用紙種別に基づき、印刷属
性として前記用紙種別を設定不能な前記印刷設定画面を表示する
　請求項４記載の印刷制御装置。
【請求項６】
　前記印刷履歴管理手段は、
　前記印刷された文書の指定された用紙から他の種別の用紙に切り換えて印刷処理された
際の切換頁数と該切換頁数より前の頁を印刷した用紙種別を含む前記印刷履歴を管理し、
　前記印刷設定手段は、
　前記選択手段により選択された文書の印刷履歴における前記切換頁数と前記切換頁数よ
り前の頁を印刷した用紙種別に基づき、印刷頁として前記切換頁以降の頁のみ指定可能で
、かつ、用紙種別として前記切換頁数より前の頁の印刷用紙種別を設定可能な前記印刷設
定画面を表示する
　請求項４または５記載の印刷制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷制御装置、及び印刷制御システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　パーソナル・コンピュータ（ＰＣ）等の上位装置と、プリンタや複合機等の印刷制御装
置を接続するネットワーク環境の普及に伴い、多数のユーザが１台または複数台の印刷制
御装置を共有するケースが増大している。
【０００３】
　かかるネットワーク環境においては、座席の配置等によっては印刷制御装置との距離が
離れているユーザも生じてくる。
【０００４】
　この場合、ユーザは、自分の席と印刷制御装置間を行き来するために他のユーザよりも
無駄な動作を強いられ、ストレスを感じる可能性も増大する。
【０００５】
　一方、印刷制御装置は、複数種類の用紙をセットする機構を備えるのが一般的である。
【０００６】
　例えば、普通紙、裏紙の２種類の用紙をそれぞれセットする各給紙トレイを備える構成
において、ユーザが普通紙を指定して印刷したつもりが、印刷装置まで印刷物を取りに行
って、印刷履歴を確認したところ、裏紙で印刷していたという事態も起こり得る。
【０００７】
　この時、自席のＰＣまで戻って再度用紙の設定をし直して再印刷することは非常に面倒
であり、特に、自席と印刷制御装置の距離が離れているユーザにとっては、印刷制御装置
との間の距離が近いユーザに比べて無駄な動作が増え、ストレスも大きくなる。
【０００８】
　上述したネットワーク環境で運用される従来装置として、下記特許文献１には、前回の
プリント動作で排紙された用紙と新たなプリント動作における用紙とが同一の排紙部に混
ざり合って排紙されることを防止するために、複数の排出口を有し、用紙有無センサによ
り用紙無しを検出した排出口に排出させると共に、排紙口に複数のジョブが混在した場合
にも混在を報知する画像形成装置が開示されている。
【０００９】
　また、下記特許文献２には、記憶手段に保存されていた印刷データを読み出して印刷を
行うとき、または、読み出した印刷データが印刷可否判定手段により印刷できないと判定
された時、印刷属性を変更できる印刷属性変更手段を備える装置が開示されている。
【００１０】
　また、下記特許文献３には、操作パネルにより選択された識別情報に基づいて２次記憶
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装置から読み出される圧縮印刷情報を伸張してエンジン部に出力して既に印刷した印刷情
報を再印刷する構成を有する装置が開示されている。
【００１１】
　また、下記特許文献４，５及び６には、印刷指示された情報を記憶する手段を有する印
刷装置において、蓄積時間等に応じて該記憶手段から印刷情報を削除する技術が開示され
ている。
【特許文献１】特開平５－１０５３１６号公報
【特許文献２】特開平９－１７９７０４号公報
【特許文献３】特開平１１－１７５２８０号公報
【特許文献４】特開平１０－２２６１１５号公報
【特許文献５】特開２００１－９４７４５号公報
【特許文献６】特開２００２－１７１３７９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明は、文書が意図しない状態で印刷された時、印刷指示端末まで戻ることなく、意
図通りの印刷に対応する印刷設定を確実に行なって該文書を意図通りに再印刷できる印刷
制御装置、及び印刷制御システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記目的を達成するために、請求項１記載の印刷制御システムの発明は、文書処理端末
と、前記文書処理端末からの印刷指示に基づき文書の印刷処理を行う印刷装置とを有し、
前記印刷装置は、前記印刷処理により印刷した文書の印刷履歴を管理する印刷履歴管理手
段と、前記印刷指示された文書を記憶する記憶手段と、前記印刷履歴管理手段が管理する
印刷履歴を表示する表示手段と、前記表示手段が表示する印刷履歴から再印刷する文書を
選択する選択手段と、前記選択手段により選択された文書の印刷履歴に基づき、特定の印
刷属性の設定を規制する印刷設定画面を表示し、該印刷設定画面を用いて入力される印刷
属性に基づく印刷設定を行う印刷設定手段と、前記選択手段により選択された文書を前記
記憶手段から読出し、該文書を前記印刷設定手段により設定される印刷設定に従がって印
刷処理する印刷処理手段とを具備する。
【００１４】
　請求項２記載の発明は、上記請求項１記載の発明において、前記印刷履歴管理手段は、
前記印刷された文書の印刷に用いた用紙種別を含む前記印刷履歴を管理し、前記印刷設定
手段は、前記選択手段により選択された文書の印刷履歴における前記用紙種別に基づき、
印刷属性として前記用紙種別を設定不能な前記印刷設定画面を表示する。
【００１５】
　請求項３記載の発明は、上記請求項１または２記載の発明において、前記印刷履歴管理
手段は、前記印刷された文書の指定された用紙から他の種別の用紙に切り換えて印刷処理
された際の切換頁数と該切換頁数より前の頁を印刷した用紙種別を含む前記印刷履歴を管
理し、前記印刷設定手段は、前記選択手段により選択された文書の印刷履歴における前記
切換頁数と前記切換頁数より前の頁を印刷した用紙種別に基づき、印刷頁として前記切換
頁以降の頁のみ指定可能で、かつ、用紙種別として前記切換頁数より前の頁の印刷用紙種
別を設定可能な前記印刷設定画面を表示する。
【００１６】
　請求項４記載の印刷制御装置の発明は、文書処理端末からの印刷指示に基づき文書の印
刷処理を実行する印刷制御装置であって、前記印刷処理により印刷した文書の印刷履歴を
管理する印刷履歴管理手段と、前記印刷指示された文書を記憶する記憶手段と、前記印刷
履歴管理手段が管理する印刷履歴を表示する表示手段と、前記表示手段が表示する印刷履
歴から再印刷する文書を選択する選択手段と、前記選択手段により選択された文書の印刷
履歴に基づき、特定の印刷属性の設定を規制する印刷設定画面を表示し、該印刷設定画面
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を用いて入力される印刷属性に基づく印刷設定を行う印刷設定手段と、前記選択手段によ
り選択された文書を前記記憶手段から読出し、該文書を前記印刷設定手段により設定され
る印刷設定に従がって印刷処理する印刷処理手段とを具備する。
【００１７】
　請求項５記載の発明は、上記請求項４記載の発明において、前記印刷履歴管理手段は、
前記印刷された文書の印刷に用いた用紙種別を含む前記印刷履歴を管理し、前記印刷設定
手段は、前記選択手段により選択された文書の印刷履歴における前記用紙種別に基づき、
印刷属性として前記用紙種別を設定不能な前記印刷設定画面を表示する。
【００１８】
　請求項６記載の発明は、上記請求項４または５記載の発明において、前記印刷履歴管理
手段は、前記印刷された文書の指定された用紙から他の種別の用紙に切り換えて印刷処理
された際の切換頁数と該切換頁数より前の頁を印刷した用紙種別を含む前記印刷履歴を管
理し、前記印刷設定手段は、前記選択手段により選択された文書の印刷履歴における前記
切換頁数と前記切換頁数より前の頁を印刷した用紙種別に基づき、印刷頁として前記切換
頁以降の頁のみ指定可能で、かつ、用紙種別として前記切換頁数より前の頁の印刷用紙種
別を設定可能な前記印刷設定画面を表示する。
【発明の効果】
【００１９】
　請求項１記載の印刷制御システムの発明によれば、ユーザのＰＣとプリンタをネットワ
ーク接続した環境下で、ユーザが印刷済用紙をプリンタまで取りに行って意図しない印刷
結果であることに気付いた際、ＰＣからの印刷指示時に指定した特定の印刷属性の設定を
受付けない機能構成の印刷設定画面を用いて当初望んでいた印刷属性を簡単かつ正確に設
定し、自席のＰＣまで戻って再度印刷設定を変えて印刷指示することなく、意図通りの印
刷結果を得ることができる。
【００２０】
　請求項２記載の発明によれば、請求項１記載の発明において、ＰＣからの文書の印刷指
示に際し用紙種別を誤って指定することで意図しない印刷結果が得られた場合も、プリン
タ側での該文書に対する印刷設定を経て、当初望んでいた用紙種別を用いた意図通りの印
刷が行える。
【００２１】
　請求項３記載の発明によれば、請求項１または２記載の発明において、プリンタの機能
上、指定した用紙の用紙切れにより別の用紙に切換えて印刷されることにより意図した印
刷結果が得られなかった場合も、プリンタ側での該文書の印刷設定を経て、用紙切れによ
る切換頁数以降の頁をも当初希望していた用紙を用いて意図通り印刷できる。
【００２２】
　請求項４記載の印刷制御装置の発明によれば、ユーザが印刷済用紙をプリンタまで取り
に行って意図しない印刷結果であることに気付いた際、ＰＣからの印刷指示時に指定した
特定の印刷属性の設定を受付けない機能構成の印刷設定画面を用いて当初望んでいた印刷
属性を簡単かつ正確に設定し、自席のＰＣまで戻って再度印刷設定を変えて印刷指示する
ことなく、意図通りの印刷結果を得ることができる。
【００２３】
　請求項５記載の発明によれば、請求項４記載の発明において、ＰＣからの文書の印刷指
示に際し用紙種別を誤って指定することで意図しない印刷結果が得られた場合も、プリン
タ側での該文書に対する印刷設定を経て、当初望んでいた用紙種別を用いた意図通りの印
刷が行える。
【００２４】
　請求項６記載の発明によれば、請求項４または５記載の発明において、プリンタの機能
上、指定した用紙の用紙切れにより別の用紙に切換えて印刷されることにより意図した印
刷結果が得られなかった場合も、プリンタ側での該文書の印刷設定を経て、用紙切れによ
る切換頁数以降の頁をも当初希望していた用紙を用いて意図通り印刷できる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下、本発明の実施形態について添付図面を参照して詳細に説明する。
【００２６】
　図１は、本発明に係わる印刷制御システムの全体構成を示すブロック図である。
【００２７】
　この印刷制御システムは、文書の編集や管理、文書の印刷指示（印刷ジョブ）発行等の
文書処理機能を有する複数のクライアント端末１０（１０－１，１０－２，…，１０－ｎ
）と、任意のクライアント端末１０からの印刷指示に基づき該印刷指示された文書情報を
記録媒体（記録用紙）に画像として印刷して出力するプリンタ３０とをＬＡＮケーブル等
の伝送路５０を介して接続して構成される。
【００２８】
　図２は、図１におけるクライアント端末１０の機能構成を示すブロック図である。
【００２９】
　クライアント端末１０は、例えば、ＰＣ（パーソナル・コンピュータ）により実現され
、図２に示すように、キーボードやマウス等の入力デバイスから成る入力／操作部１１、
操作ガイダンスや動作状態等の各種情報を表示する表示部１２、動作プログラム等の各種
情報を記憶する記憶部１３、装置全体の制御を行う制御部１４、伝送路５０を介してプリ
ンタ３０と通信（印刷ジョブ等のデータの送受）する際の通信インタフェースを司る通信
インタフェース（Ｉ／Ｆ）部１５を備えて構成される。
【００３０】
　クライアント端末１０において、制御部１４には、入力／操作部１１での所定の操作に
応じて文書情報（文書ファイル）などの操作、保存、表示、編集、印刷指示操作などの処
理を行うアプリケーション部１４１、入力／操作部１１での所定の印刷指示操作に基づき
文書ファイルの印刷データとその処理命令から成る印刷ジョブを生成してプリンタ３０に
送出する印刷ジョブ生成部１４２、印刷ジョブ生成部１４２から送出（印刷指示）した印
刷ジョブに基づくプリンタ３０での印刷処理等に係る動作状態情報をプリンタ３０から受
信し、該動作状態情報に基づき表示部１２にプリンタ３０の動作状態を表示すると共に、
該表示に用いる動作状態情報の管理を行う印刷装置状態管理制御部１４３が設けられる。
【００３１】
　図３は、図１におけるプリンタ３０の機能構成を示すブロック図である。
【００３２】
　図３に示すように、プリンタ３０は、伝送路５０を介して複数のクライアント端末１０
と通信（データの送受）する際の通信インタフェースを司る通信インタフェース（Ｉ／Ｆ
）部３１、動作プログラムや、通信Ｉ／Ｆ部３１を通じて任意のクライアント端末１０か
ら受信した印刷指示（印刷ジョブ）に含まれる印刷対象の文書情報（画像データ）等の各
種情報を記憶する記憶部３２、記憶部３２に記憶された印刷対象の文書情報（画像データ
）から印刷データを生成する画像処理を行う画像処理部３３、画像処理部３３により画像
処理された画像信号（印刷データ）に基づき電子写真プロセスを実行して記録媒体（記録
用紙）に画像を形成（印刷）して排出トレイ（不図示）に排出する画像形成部３４、液晶
表示器等の表示部とテンキー等の各種操作キーを有する操作部とから成る表示／操作部（
以下、コントロール・パネル）３５、装置全体の制御を行なう制御部３６を具備して構成
される。
【００３３】
　制御部３６には、通信Ｉ／Ｆ部３１を通じて任意のクライアント端末１０から印刷指示
を受信し、該印刷指示に含まれる印刷対象の文書情報（画像データ）から画像処理部３３
により印刷データを生成させると共に、該印刷データを基に画像形成部３４で記録用紙に
画像を印刷し、印刷済用紙として排出トレイに排出させる印刷制御を行う印刷制御部３６
１、印刷制御部３６１により印刷処理された印刷ジョブ（文書）の印刷履歴を生成、管理
する印刷履歴管理部３６２、印刷履歴管理部３６２により管理される印刷履歴に基づきコ
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ントロール・パネル３５の表示部に印刷履歴を表示する印刷履歴表示制御部３６３、クラ
イアント端末１０から印刷指示された文書（印刷制御部３６１が印刷処理対象とする文書
）を、用紙種別、サイズ等の印刷属性や編集方法が後で変更できる状態で、例えば、記憶
部３２の所定領域に保管する文書保管制御部３６４、コントロール・パネル３５での所定
の印刷履歴表示操作により、該コントロール・パネル３５の表示部にそれまでに生成され
た文書の印刷履歴を表示し、その中から再印刷する文書が選択されると、該選択された文
書の印刷履歴に基づいて印刷設定画面を表示し、該印刷設定画面を用いて入力される印刷
属性に基づいて印刷設定を行うと共に、再印刷対象として選択された上記文書を記憶部３
２の保管領域から読出し、上記印刷設定に基づき再印刷する制御を行う再印刷制御部３６
５が設けられる。
【００３４】
　このプリンタ３０には、複数の給紙トレイ４０が設けられる。図３に示す例では、４つ
の給紙トレイ４０（４０－１，４０－２，４０－３，４０－４）が設けられ、各給紙トレ
イ４０には、例えば、Ａ４～Ａ３のいずれかの用紙サイズを有する各種別〔普通紙、裏紙
（片面印刷により片面に画像が形成され、未印刷面が印字面となるように装填される印刷
済用紙）等〕の記録用紙が装填可能である。
【００３５】
　印刷制御部３６１においては、利用者（ユーザ）からの設定によって、各給紙トレイ４
０と該各給紙トレイ４０に装填される記録用紙のサイズ及び種別との対応関係が保持、管
理されている。
【００３６】
　上記各給紙トレイ４０には、それぞれ、該各給紙トレイ４０に装填される記録用紙の有
無を検知する複数の用紙有無検知センサ（不図示）が設けられる。
【００３７】
　これら用紙有無検知センサは、対応する給紙トレイ４０に記録用紙が有るか無いかに応
じて、用紙有りまたは用紙無しに対応する検知出力を発生する。
【００３８】
　かかる構成を有する印刷制御システムにおいて、各ユーザは、それぞれクライアント端
末１０を用いてプリンタ３０を共有して文書情報の印刷を行う。
【００３９】
　プリンタ３０での文書の印刷に際し、ユーザは、クライアント端末１０を操作して、所
望の文書を生成または取得し、印刷枚数、記録用紙のサイズや種別等の印刷属性を入力し
て印刷設定を行った後、印刷開始の操作を行う。
【００４０】
　これにより、クライアント端末１０は、上記文書とその印刷設定から成る印刷ジョブを
生成し、プリンタ３０に送出する。
【００４１】
　プリンタ３０は、クライアント端末１０から印刷ジョブ（印刷指示）を受付けると、印
刷設定中の用紙サイズ及び用紙種別の印刷属性に基づき、給紙トレイ４０とこれに装填さ
れる記録用紙のサイズ及び種別の対応関係を示す情報を参照して、指定されたサイズ及び
種別の記録用紙を装填する給紙トレイ４０を特定し、該給紙トレイ４０から記録用紙の給
紙を行ないながら当該文書を指定された枚数だけ印刷し、その印刷済用紙を排出トレイに
排出する。
【００４２】
　図４は、本発明に係る印刷制御システムの印刷処理における各クライアント端末１０と
プリンタ３０間の制御シーケンスを示す図である。
【００４３】
　図４において、プリンタ３０は、待機状態の時にはコントロール・パネル３５の表示部
に待機状態であることを示す動作状態表示（印刷可能である旨の表示）を行なっている（
ステップＳ３０１）。
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【００４４】
　この待機状態において、例えば、ユーザＡがクライアント端末１０－１（ＰＣ１）でア
プリケーション部１４１を立ち上げ、入力／操作部１１を操作して所望の文書例えばＡＡ
Ａの印刷指示を行うと（ステップＳ１０１）、印刷ジョブ生成部１４２により該文書ＡＡ
Ａの印刷を指示する印刷ジョブが生成され、プリンタ３０に送出される（ステップＳ１０
２）。
【００４５】
　これに対し、プリンタ３０では、ＰＣ１から上記印刷ジョブを受信すると、文書保管制
御部３６４が、該印刷ジョブから印刷指示された文書を取り出して記憶部３２に保管する
（ステップＳ３０２）。
【００４６】
　また、印刷制御部３６１は、受信した印刷ジョブに基づき、印刷指示された上記文書か
ら画像処理部３３により印刷データを生成させ、該印刷データを画像形成部３４に送出す
る一方、該当する給紙トレイ４０から記録用紙を繰り出し搬送し、上記文書ＡＡＡの画像
を該記録用紙に印刷して排出トレイに排出する印刷処理を行う（ステップＳ３０３）。
【００４７】
　この印刷処理中、制御部３６は、該印刷処理の進行状況に対応する動作状態をコントロ
ール・パネル３５の表示部に表示し、該印刷ジョブの印刷が完了した際には、印刷履歴管
理部３６２が該印刷ジョブの印刷履歴を生成して保持すると共に、印刷履歴表示制御部３
６３が該印刷履歴をコントロール・パネル３５の表示部に表示する（ステップＳ３０４）
。
【００４８】
　また、文書ＡＡＡの印刷ジョブの印刷処理が完了すると、制御部３６は、この時の自装
置の動作状態（印刷が完了し印刷済用紙の取出しが可能である状態）を示す動作状態情報
を印刷指示元のＰＣ１に送出する（ステップＳ３０５）。
【００４９】
　他方、ＰＣ１は、プリンタ３０から上記動作状態情報を受信すると、印刷装置状態管理
制御部１４３が、該動作状態情報に基づき表示部１２に当該動作状態、すなわち、印刷が
完了し印刷済用紙の取出しが可能である状態を表示する（ステップＳ１０３）。
【００５０】
　上記ステップＳ３０２～３０５の処理（印刷指示された文書の保管、該文書の印刷、印
刷履歴生成、保持の一連の処理）は、各クライアント端末１０－１～１０－ｎのそれぞれ
から印刷指示を受ける毎に実施される。
【００５１】
　これにより、プリンタ３０では、印刷履歴管理部３６２が、各クライアント端末１０か
ら印刷指示された文書の印刷が完了する毎に、上記ステップＳ３０４において該文書の印
刷履歴を生成し、例えば、記憶部３２に設けられる印刷履歴管理テーブル３２１を用いて
保持、管理する。
【００５２】
　図５は、印刷履歴管理テーブル３２１を用いて管理される印刷履歴情報の一例を示す表
図である。
【００５３】
　図５に示すように、印刷履歴管理テーブル３２１には、印刷処理が完了した各文書にそ
れぞれ対応して、該文書の文書（ジョブ）名、印刷枚数、印刷時間、印刷指示元のユーザ
名、用紙サイズ及び用紙種別等の各属性項目から成る印刷履歴情報が保持、管理される。
【００５４】
　特に、この例の印刷履歴管理テーブル３２１によれば、クライアント端末１０－２（Ｐ
Ｃ２）からユーザＢにより印刷指示された文書ＢＢＢ、クライアント端末１０－１（ＰＣ
１）からユーザＡにより印刷指示された文書ＡＡＡ、クライアント端末１０－３（ＰＣ３
）からユーザＣにより印刷指示された文書ＣＣＣ、クライアント端末１０－４（ＰＣ４）
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からユーザＤにより印刷指示された文書ＤＤＤの各文書の印刷履歴が保持されている。
【００５５】
　このうち、文書ＢＢＢ、文書ＡＡＡ、文書ＣＣＣの印刷履歴については、該各文書がそ
れぞれＡ４普通紙、Ａ４裏紙、Ａ３普通紙に印刷出力されるのに対応して、該各文書の印
刷履歴中の“用紙種別”の欄には、それぞれ、“Ａ４普通紙”、“Ａ４裏紙”、“Ａ３普
通紙”の用紙種別情報が保持されている。
【００５６】
　これに対し、文書ＤＤＤの印刷履歴中の“用紙種別”の欄には、“Ｐ（“頁”を意味す
る）１～Ｐ４０：Ａ４普通紙”、“Ｐ４１～Ｐ１００：Ａ４裏紙”という用紙種別情報が
保持されている。
【００５７】
　これは、プリンタ３０に備わる、以下に述べる用紙自動切換継続印刷制御機能による文
書ＤＤＤの印刷履歴である。
【００５８】
　すなわち、プリンタ３０において、印刷制御部３６１は、文書の印刷実行中、給紙元の
給紙トレイ４０に設けられる用紙有無検知センサの検知出力に基づき該給紙トレイ４０の
用紙切れを検知すると、他の給紙トレイ４０、例えば、用紙切れとなった記録用紙と同じ
サイズで種別の異なる記録用紙が装填されている給紙トレイ４０に切換え、該切換えた給
紙トレイ４０から給紙される記録用紙に対して残りの頁を最後の頁まで継続して印刷させ
る制御機能を有する。
【００５９】
　印刷履歴管理部３６２は、ある文書の用紙切れによる他の記録用紙への自動切換継続印
刷が完了した際には、該文書の印刷履歴として、用紙切換えがなされた頁数（切換頁数）
の情報を更に生成し、“用紙種別”の欄に保持する。
【００６０】
　図５に例示する文書ＤＤＤの印刷履歴は、ＰＣ４からユーザＤにより印刷指示された文
書ＤＤＤを４０頁までＡ４サイズの普通紙に印刷したところで、該Ａ４サイズの普通紙が
用紙切れとなり、Ａ４サイズの裏紙に切換えて４１頁から１００頁までが印刷されること
で、当該文書ＤＤＤの印刷履歴中、“用紙種別”の欄に、切換頁数（＝Ｐ４１）が保持さ
れたものである。
【００６１】
　ここで再び図４に戻り、ＰＣ１からユーザＡにより印刷指示された文書ＡＡＡの印刷完
了後の動作について説明する。
【００６２】
　上述した通り、プリンタ３０において、ＰＣ１からの文書ＡＡＡの印刷ジョブの印刷処
理が完了すると、この時の自装置の動作状態（印刷が完了し印刷済用紙の取出しが可能で
ある状態）を示す動作状態情報が印刷指示元のＰＣ１に送出され（ステップＳ３０４）、
ＰＣ１では、プリンタ３０から受信した該動作状態情報に基づき表示部１２に当該動作状
態（印刷が完了し印刷済用紙の取出しが可能である状態）を表示する（ステップＳ１０３
）。
【００６３】
　ここで、ユーザＡは、上記表示に促されて、プリンタ３０まで行って排出トレイ４０か
ら自分が印刷指示した文書ＡＡＡの印刷済用紙を取り去る作業に当たることができる。
【００６４】
　その際、ユーザＡは、印刷済用紙が意図した印刷結果であれば、該印刷済用紙を持ち帰
り、利用する。
【００６５】
　これに対し、印刷済用紙が意図した印刷結果でない場合、ユーザは、その時点で管理さ
れている全ての文書の印刷履歴をオペレーション・パネル３５の表示部に表示させる操作
、その中から自分が印刷指示した文書を選択する操作、更には、該文書の選択に応じて表
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示される印刷設定画面を用いて印刷設定を行う操作を経て、プリンタ３０に、上記印刷履
歴から選択された文書を記憶部３２から読み出し、上記印刷設定に基づき再印刷させる処
理（ステップＳ３１０）を実施させることができる。
【００６６】
　ここで、ユーザが自分が印刷指示した文書の印刷済用紙を取りにプリンタ３０まで行っ
た際に、該文書が意図した態様で印刷されていないことに気付くケースについて考えてみ
る。
【００６７】
　この場合において、プリンタ３０では、例えば、給紙トレイ４０－１にＡ４サイズの普
通紙が装填され、給紙トレイ４０－２にＡ４サイズの裏紙が装填され、給紙トレイ４０－
３、４０－４には、それぞれ、Ｂ４サイズ、Ａ３サイズの普通紙が装填されているものと
する。
【００６８】
　これにより、例えば、ユーザＡが文書ＡＡＡを印刷する際にＡ４サイズの普通紙を指示
したつもりが、誤ってＡ４サイズの裏紙を指定してしまうと、プリンタ３０では当該文書
ＡＡＡがＡ４サイズの裏紙に印刷出力されることになる（図５の文書ＡＡＡの印刷履歴参
照）。
【００６９】
　この場合、印刷出力された印刷済用紙を取りに行ったユーザＡは、該文書ＡＡＡがＡ４
サイズの裏紙に印刷されていることにより意図した態様で印刷されていないことに気付く
ことになる。
【００７０】
　また、ユーザＤが、ＰＣ４から、１００頁から成る文書ＤＤＤをＡ４サイズの普通紙を
指定して印刷指示した際に、Ａ４サイズの普通紙が４０枚しか残っていない場合がある。
【００７１】
　この場合、プリンタ３０は、文書ＤＤＤを４０頁目までＡ４サイズの普通紙に印刷した
後、給紙トレイ１に設けられた用紙有無検知センサ４１の検知出力に基づきＡ４サイズ普
通紙の用紙無しを検出することにより、用紙有りが検知されている給紙トレイ２に自動的
に切換え、そこに装填されているＡ４サイズの裏紙を給紙しながら、４０頁目から１００
頁目までを印刷出力することがある（図５の文書ＤＤＤの印刷履歴参照）。
【００７２】
　この場合、印刷出力された印刷済用紙を取りに行ったユーザＤは、該文書ＤＤＤが途中
の頁からＡ４サイズの裏紙に印刷されていることにより意図した態様で印刷されていない
ことに気付くことになる。
【００７３】
　上述したように、記録用紙の種別を誤って指定することに起因して意図した印刷結果が
得られないケース、及び指定した記録用紙の用紙切れにより別の記録用紙に切換えて印刷
されることにより意図した印刷結果が得られないケースを念頭において、本発明の印刷制
御システムにおける再印刷処理動作について説明する。
【００７４】
　図６は、本発明に係るプリンタ３０の再印刷処理（図４のステップＳ３１０参照）動作
を示すフローチャートである。
【００７５】
　図６に示すように、プリンタ３０では、例えば、図４におけるステップＳ３０３である
ＰＣ（ＰＣ１，ＰＣ２，…）からの印刷指示に基づく文書の印刷が完了し、該ＰＣに取出
し可能である旨を表示（ステップＳ１０３）させて該ユーザによる印刷済用紙の取り出し
を待っている等の動作状態〔それまでに印刷完了した文書の印刷履歴が印刷履歴管理テー
ブル３２１（図６参照）に保持されている〕において、例えば、オペレーション・パネル
３５での所定の機能キーの押下等による印刷履歴表示操作がなされたか否かを監視してい
る（ステップＳ５０１）。
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【００７６】
　ここで、印刷履歴表示操作が行われた場合（ステップＳ５０１ＹＥＳ）、再印刷制御部
３６５は、印刷履歴管理部３６２により印刷履歴管理テーブル３２１を用いて管理されて
いる印刷履歴に基づき、全ての文書の印刷履歴を再印刷可能ジョブとしてコントロール・
パネル３５の表示部に表示し（ステップＳ５０２）、引き続き、表示されている印刷ジョ
ブの中から再印刷対象の印刷ジョブが選択されたか否かを監視する（ステップＳ５０３）
。
【００７７】
　ここで、再印刷対象の印刷ジョブが選択されると（ステップＳ５０３ＹＥＳ）、再印刷
制御部３６５は、印刷履歴管理テーブル３２１から該選択された印刷ジョブの印刷履歴を
取得し（ステップＳ５０４）、該取得した印刷履歴に基づき、当該印刷ジョブに対して設
定できないように規制する印刷設定規制要件を抽出する（ステップＳ５０５）。
【００７８】
　次いで、再印刷制御部３６５は、上記ステップＳ５０５で抽出された印刷設定規制要件
以外の印刷属性について印刷設定が可能な（印刷規制要件に該当する印刷属性を受付不可
とする）印刷設定画面をコントロール・パネル３５に表示する（ステップＳ５０６）。
【００７９】
　引き続き、再印刷制御部３６５は、上記ステップＳ５０６で表示された印刷設定画面上
で、上記ステップＳ５０５で抽出した印刷設定規制要件に該当する印刷属性を除く印刷属
性の入力を受付け（ステップＳ５０７）、該入力された印刷属性を一時的に保持する印刷
設定処理を実行しながら（ステップＳ５０８）、印刷開始操作なされたか否かを監視し（
ステップＳ５０９）。
【００８０】
　ここで、印刷開始操作がなされない間は（ステップＳ５０９ＮＯ）、ステップＳ５０７
、Ｓ５０８の処理を繰り返し実行して印刷設定を受付け、この間、印刷開始操作がなされ
た場合（ステップＳ５０９ＹＥＳ）、上記ステップＳ５０３で再印刷対象として選択され
た印刷ジョブに対応する文書を記憶部３２の保管領域から読出し、該文書を、それまでに
ステップＳ５０７、Ｓ５０８で受付けた印刷設定に基づき再印刷する処理（ステップＳ５
１０）を実行する。
【００８１】
　そして、該印刷ジョブの再印刷が完了すると、印刷履歴管理部３６２は、印刷履歴管理
テーブル３２１に保持されている当該印刷ジョブの前回の印刷履歴を、ステップＳ５１０
での再印刷時の各印刷属性から成る印刷履歴に置き換えることにより、印刷履歴管理テー
ブル３２１を更新し（ステップＳ５１１）、処理を終了する。
【００８２】
　図７は、図６におけるステップＳ５０５及びＳ５０６の処理（印刷設定規制要件抽出／
印刷設定画面表示処理）の流れをより詳細に示すフローチャートである。
【００８３】
　図７に示すように、印刷設定規制要件抽出／印刷設定画面表示処理においては、図６の
ステップＳ５０３での再印刷対象の印刷ジョブ（文書）が選択され、同、ステップＳ５０
４で該印刷ジョブの印刷履歴が取得された後、再印刷制御部３６５は、該取得した印刷ジ
ョブの印刷履歴に基づき、用紙自動切換継続印刷処理に該当する印刷履歴が存在するか否
かをチェックする（ステップＳ６０１）。
【００８４】
　ここで、用紙自動切換継続印刷処理に該当する印刷履歴が存在しない場合（ステップＳ
６０１ＮＯ）、再印刷制御部３６５は、図６のステップＳ５０４で取得した印刷履歴中の
用紙種別の情報を読出し（ステップＳ６０２）、該種別の用紙を選択（指定）不能とする
印刷設定画面をコントロール・パネル３５の表示部に表示させる（ステップＳ６０３）。
【００８５】
　これに対し、用紙自動切換継続印刷処理に該当する印刷履歴が存在する場合（ステップ
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Ｓ６０１ＹＥＳ）は、再印刷制御部３６５は、図６のステップＳ５０４で取得した印刷履
歴の用紙種別情報内の切換頁数情報〔例えば、図５における文書ＤＤＤの印刷履歴におけ
る用紙種別情報中の切換頁数（＝Ｐ４１）〕を読出し（ステップＳ６０４）、該切換頁よ
り前の頁を印刷頁として指定することを規制する印刷設定画面、すなわち、該切換頁以降
の頁のみ再印刷頁として指定可能で、用紙種別として切換頁数より前の頁の印刷に用いて
用紙の種別を指定可能な印刷設定画面をコントロール・パネル３５に表示させる（ステッ
プＳ６０５）。
【００８６】
　かかる処理（図７に示す一連の処理）を経て、図６のステップＳ５０６においては、図
７のステップＳ６０３の処理に基づく前回の印刷処理で用いた用紙種別の設定を規制する
印刷設定画面、または、図７のステップＳ６０５の処理に基づく前回の用紙自動切換継続
印刷処理に際しての用紙切換頁より前の頁の印刷頁指定を規制する印刷設定画面のうちの
いずれかの印刷設定画面が表示される。
【００８７】
　その後、再印刷制御部３６５は、図６のステップＳ５０７において、上記ステップＳ６
０３またはＳ６０５のいずれかの表示処理に基づいて表示される印刷設定画面を用いて印
刷設定を受付け、該受付けた印刷設定に基づき該当文書（ステップＳ５０３で選択された
再印刷対象文書）の再印刷を実行する（図６のステップＳ５０７～Ｓ５１１参照）。
【００８８】
　図８及び図９は、図６（ステップＳ５０５，Ｓ５０６の処理は図７参照）に示す一連の
再印刷処理に係るプリンタ３０のコントロール・パネル（コンパネ）３５における状態表
示の流れと表示内容の具体例を示す概念図である。
【００８９】
　特に、図８は、図７のステップＳ６０２での表示処理に基づき表示される印刷設定画面
（前回の印刷処理で用いた用紙種別の設定を規制する印刷設定画面）を用いた再印刷の流
れを示し、図９は、図７のステップＳ６０５での表示処理に基づき表示される印刷設定画
面（前回の用紙自動切換継続印刷処理に際しての用紙切換頁より前の頁の印刷頁指定を規
制する印刷設定画面）を用いた再印刷の流れを示している。
【００９０】
　ここで、ユーザによる意図しない印刷結果が得られる第１のケースとして、ユーザが自
分が使用するＰＣからの文書の印刷指示に際して用紙種別を間違って指定した場合の再印
刷処理に係る状態表示の流れについて図９を参照して説明する。
【００９１】
　図９において、プリンタ３０は、ユーザＢによりＰＣ２から印刷指示された文書ＢＢＢ
の印刷を完了した後の待機状態（図４のステップＳ３０１参照）において、コントロール
・パネル３５の表示部に、“インサツデキマス　カンリョウＪＯＢ：１　ＢＢＢ　１マイ
　トレイ１”という内容の動作状態表示画面３５１を表示している（図４のステップＳ３
０１参照）。
【００９２】
　ここで、「ＢＢＢ」は文書名、「１マイ」は印刷枚数、「トレイ１」は該印刷に係る用
紙の給紙元が給紙トレイ１（４０－１）であること、つまり、給紙トレイ４０－１から給
紙したＡ４サイズの普通紙に印刷されたことを示している。
【００９３】
　なお、文書ＢＢＢの印刷履歴としては、この他、印刷時間、印刷指示元ユーザ等の情報
があるが、この例では、コントロール・パネル３５の表示部の表示サイズの都合上、全て
の情報を表示できないようになっている。
【００９４】
　ここで、現在表示されていない項目情報を見るには画面のスクロール機能を用いてスク
ロールさせれば良い。これは、以下に述べる各動作状態の表示等においても同じである。
【００９５】
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　上記動作状態表示画面３５１が表示されている状態で、ユーザＡによりＰＣ１から文書
ＡＡＡを裏紙（トレイ２）を指定して１５枚印刷するとの印刷指示がなされると、プリン
タ３０が該印刷指示に基づき当該印刷ジョブの印刷を実行し、該印刷が完了すると、“イ
ンサツデキマス　カンリョウＪＯＢ：２　ＡＡＡ　１５マイ　トレイ２　ＢＢＢ　１マイ
　トレイ１”という内容の印刷履歴表示画面３５３を表示する（図４のステップＳ３０４
参照）。
【００９６】
　ここで、「ＡＡＡ」は文書名、「１５マイ」は印刷枚数、「トレイ２」は該印刷に係る
用紙の給紙元が給紙トレイ２（４０－２）であること、つまり、給紙トレイ４０－２から
給紙したＡ４サイズの裏紙に印刷されたことを示している。
【００９７】
　ここで、ユーザＡが、上記文書ＡＡＡの印刷指示に際し、印刷種別として“普通紙”を
指定するところを誤って“裏紙”を指定していて、“普通紙”を指定したつもりでその印
刷済用紙をプリンタ３０まで取りに行くと、意図した印刷結果（“普通紙”への印刷）で
はないと気付くことになる。
【００９８】
　これにより、当該文書ＡＡＡを再印刷しようとしてコントロール・パネル３５で印刷履
歴表示操作を行うと、プリンタ３０では、印刷履歴管理テーブル３２１に保持される印刷
履歴に基づき、印刷完了した全ての文書を再印刷可能な印刷ジョブとして表示する。
【００９９】
　具体的には、“サイインサツカノウＪＯＢヒョウジ　ＡＡＡ　１５マイ　トレイ２　Ｂ
ＢＢ　１マイ　トレイ１　ＣＣＣ　３マイ　トレイ４”という内容の再印刷可能ジョブ表
示画面３５４を表示する（図６のステップＳ５０２参照）。
【０１００】
　ここでユーザＡが再印刷しようとする文書“ＡＡＡ”を選択すると、プリンタ３０では
、“イカノＪＯＢガセンタクサレマシタ　ＡＡＡ　１５マイ　１０：３０　セッテイヘン
コウ”という、選択された文書ＡＡＡの印刷履歴及びその設定変更に対応可能である旨の
メッセージ表示と、設定変更を行うか否かを指定するための“スル”ボタンと“シナイ”
ボタンとから成る設定変更選択画面３５５が表示される。
【０１０１】
　この設定変更選択画面３５５上で“スル”ボタンを押下することにより、プリンタ３０
では、図６のステップＳ５０４、Ｓ５０５の処理（詳しくは、図７のステップＳ６０１Ｎ
Ｏ→Ｓ６０２→Ｓ６０３の処理）に基づき、“セッテイヘンコウヲシテクダサイ　ヨウシ
：　トレイ１（Ａ４フツウシ）　トレイ２（Ａ４ウラガミ）　トレイ３（Ｂ４フツウシ）
”という、前回の（ＰＣ１からの）印刷指示に際して指定された用紙種別（誤って指定し
た“裏紙”：給紙トレイ２に装填されている）を指定できないよう規制する内容の印刷設
定画面３５６を表示する。
【０１０２】
　この例では、印刷設定画面３５６上において、“トレイ２（Ａ４ウラガミ）”が例えば
グレー表示とされ、選択不能になっている。
【０１０３】
　ここで、前回の印刷指示時に指定した用紙種別（Ａ４サイズの裏紙）を選択不能にする
には、上述したグレー表示以外の表示を用いても良く、また、最初から表示しないように
しても良い。
【０１０４】
　この印刷設定画面３５６上で、ユーザが、“トレイ１（Ａ４フツウシ）”を選択すると
、プリンタ３０では、上記再印刷可能ジョブ表示３５４を用いて選択された文書ＡＡＡを
Ａ４サイズの普通紙で印刷する内容の印刷設定（他の属性は前回印刷時と同じ値に自動設
定）を行った後、該文書ＡＡＡを記憶部３２の保管場所から読出し、該印刷設定に基づき
印刷開始する（図６のステップＳ５１０参照）。
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【０１０５】
　そして、該文書ＡＡＡの再印刷の実行中は、“インサツチュウ　ＪＯＢ２：（ＡＡＡ）
　ヨウシ：　トレイ１（Ａ４フツウシ）”という、文書ＡＡＡをＡ４サイズの普通紙を用
いて印刷中であることを示す印刷実行中表示画面３５８を表示する。
【０１０６】
　その後、該文書ＡＡＡの再印刷が終了すると、該文書ＡＡＡの前回の印刷履歴（用紙種
別＝Ａ４裏紙：トレイ２）を、再印刷後の印刷設定内容（用紙種別＝Ａ４普通紙：トレイ
１）で置換、更新したうえで、“インサツデキマス　カンリョウＪＯＢ：２　ＡＡＡ　１
５マイ　トレイ１　ＢＢＢ　１マイ　トレイ１”という内容の動作状態表示顔面３５９に
切換える。
【０１０７】
　図８に示す一連の表示の流れにおける、印刷設定画面３５６の表示内容からも分かるよ
うに、この発明では、裏紙に印刷する意図はないのにＰＣから誤って裏紙を使用する印刷
設定を行なってしまいプリンタ３０まで行ってから印刷済用紙を見て意図しない印刷結果
が得られたことに気付いた場合でも、プリンタ３０側での当該文書の再印刷設定画面３５
６上で前回指定した用紙種別が指定できないように規制しつつ、当初指定しようとしてい
た用紙種別を間違いなく指定して意図通りの印刷結果を自席のＰＣまで戻ることなく簡単
に取得できる。
【０１０８】
　次に、ユーザによる意図しない印刷結果が得られる第２のケースとして、プリンタ３０
が自分が使用するＰＣから文書の印刷を指示し、該文書を印刷設定により指定された用紙
に印刷している途中で、該用紙がなくなり、別の用紙に自動的に切換えて残りの頁が印刷
された場合の再印刷処理に係る状態表示の流れについて図９を参照して説明する。
【０１０９】
　なお、図９においては、図８と同等の動作状態表示画面３５１が表示されている時に、
ユーザＤによりＰＣ４を用いて１００頁の文書ＤＤＤをＡ４サイズの普通紙を用いて印刷
する印刷指示がなされた場合を前提として説明する。
【０１１０】
　図９に示すように、プリンタ３０で、“インサツデキマス　カンリョウＪＯＢ：１　Ｂ
ＢＢ　１マイ　トレイ１”という内容の動作状態表示画面３５１が表示されている状態で
、該プリンタ３０に対して、ユーザＤによりＰＣ４から１００頁から成る文書ＤＤＤをＡ
４サイズの普通紙（トレイ１）を用いて印刷する印刷指示がなされると、プリンタ３０が
該印刷指示に基づき当該印刷ジョブの印刷を実行する。
【０１１１】
　該文書ＤＤＤの印刷実行中、給紙トレイ１から、１枚ずつ、Ａ４サイズの記録用紙（普
通紙）の給紙を受けつつ、例えば、該文書ＤＤＤを４０枚まで印刷した時に、用紙有無検
知センサの検知出力に基づき用紙無しが検知されると、プリンタ３０では、同じＡ４サイ
ズの用紙（裏紙）を装填している給紙トレイ２（４０－２）に切換え、該給紙トレイ２か
らＡ４サイズの裏紙を１枚ずつ給紙しつつ残りの頁を印刷する処理を行う。
【０１１２】
　この給紙トレイ１から給紙トレイ２に切換えた後の該給紙トレイ２から給紙される裏紙
に対する４１頁目以降の頁の印刷実行中、プリンタ３０では、“インサツチュウ　４０マ
イ　トレイ１　ヨウシナシ　トレイ２ニジドウキリカエジッコウ”という内容の用紙切換
印刷実行表示画面３５２を表示する。
【０１１３】
　その後、Ａ４サイズの裏紙に対する該文書ＤＤＤの１００頁目までの印刷が完了すると
、プリンタ３０は、“インサツデキマス　カンリョウＪＯＢ：２　ＤＤＤ　１００マイ　
トレイ１→２　ＢＢＢ　１マイ　トレイ１”という内容の印刷履歴表示画面３５３ｂを表
示する（図４のステップＳ３０４参照）。
【０１１４】
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　この文書ＤＤＤの印刷完了時、印刷履歴管理テーブル３２１には、文書ＢＢＢの印刷履
歴の後に、文書ＤＤＤの印刷履歴が追加、保持される。具体的には、図５に示す文書ＡＡ
Ａ、ＢＢＢ、ＣＣＣ、ＤＤＤの印刷履歴から、文書ＡＡＡ、ＣＣＣの履歴を削除した内容
の印刷履歴が保持される。
【０１１５】
　ここで、文書ＤＤＤの印刷履歴中、例えば、用紙種別の欄には、１～４０ページ目まで
の印刷にはＡ４サイズの普通紙が使用され、４１頁～１００頁までの印刷にはＡ４サイズ
の裏紙が使用されていることを示す情報（Ｐ１～Ｐ４０：Ａ４普通紙　Ｐ４１～Ｐ１００
：Ａ４裏紙）が保持される。
【０１１６】
　一方、この文書ＤＤＤの印刷完了時、排出トレイには、Ａ４サイズの普通紙に対する１
～４０頁目までの印刷済用紙のうえに、Ａ４サイズの裏紙に対する４１～１００頁目まで
の印刷済用紙が堆積された状態で排出されている。
【０１１７】
　ここで、上記文書ＤＤＤの印刷指示に際し、ユーザＤは、“普通紙”を指定しているた
め、そのつもりで印刷済用紙をプリンタ３０まで取りに行くと、意図した印刷結果（全頁
“普通紙”への印刷）ではないと気付くことになる。
【０１１８】
　これにより、当該文書ＤＤＤを再印刷しようとしてコントロール・パネル３５で印刷履
歴表示操作を行うと、プリンタ３０では、印刷履歴管理テーブル３２１に保持される印刷
履歴に基づき、印刷完了した全ての文書を再印刷可能なジョブとして表示する。
【０１１９】
　具体的には、“サイインサツカノウＪＯＢヒョウジ　ＤＤＤ　１００マイ　トレイ１→
２　ＢＢＢ　１マイ　トレイ１”という内容の再印刷可能ジョブ表示画面３５４ｂを表示
する（図６のステップＳ５０２参照）。
【０１２０】
　ここでユーザが再印刷しようとする文書“ＤＤＤ”を選択すると、プリンタ３０では、
図６のステップＳ５０４、Ｓ５０５の処理（詳しくは、図７のステップＳ６０１ＹＥＳ→
Ｓ６０４→Ｓ６０５の処理）に基づき、“セッテイヘンコウヲシテクダサイ　ＤＤＤ　１
００マイ　トレイ１→２　キリカエページカラインサツシマスカ”という、切換頁より前
の頁を印刷頁として指定することを規制する（切換頁以降の頁のみ再印刷頁として指定可
能で、用紙種別として切換頁数より前の頁の印刷に用いて用紙の種別を指定可能な）印刷
設定画面３５６ｂを表示する。
【０１２１】
　この印刷設定画面３５６ｂには、“キリカエページカラインサツシマスカ”の表示に対
応して、切換頁から印刷することを指示する“スル”ボタンと、切換頁から印刷しないこ
とを指示する“シナイ”ボタンも併せ表示される。
【０１２２】
　この印刷設定画面３５６ｂ上で“スル”ボタンを押下することにより、プリンタ３０で
は、１～４０頁目までの印刷に使っていたＡ４サイズの普通紙（ＰＣ４からの印刷指示時
に指定した用紙）が用紙無しであることを認識し、“ヨウシナシ　トレイ１ニヨウシ（Ａ
４フツウシ）ヲイレテクダサイ”という内容の用紙装填催促画面３５７を表示する。
【０１２３】
　この用紙装填催促画面３５７を見たユーザＤが、トレイ１（給紙トレイ４０－１）にＡ
４サイズの普通紙を装填した後、印刷開始の操作を行うと、上記再印刷可能ジョブ表示画
面３５４ｂを用いて選択された文書ＤＤＤを記憶部３２の保管場所から読出し、該文書Ｄ
ＤＤを、印刷設定画面３５６ｂ上での“スル”ボタンの押下に対応して切換頁以降の頁（
４１頁目～１００頁目）を印刷頁とする印刷設定（他の項目は前回印刷時と同じ内容に自
動設定）を行った後、該文書ＡＡＡの４１頁目～１００頁目の文書情報を記憶部３２の保
管場所から読出し、トレイ１からＡ４サイズの普通紙を１枚ずつ給紙しながら、４１頁目
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以降の頁の印刷を開始する（図６のステップＳ５１０参照）。
【０１２４】
　そして、該文書ＤＤＤの上記切換後の頁以降の印刷実行中は、“インサツチュウ　ＪＯ
Ｂ２：（ＤＤＤ）　ヨウシ：　トレイ１（Ａ４フツウシ）”という、文書ＤＤＤに該当頁
をＡ４サイズの普通紙を用いて印刷中であることを示す印刷実行中表示３５８ｂを行う。
【０１２５】
　その後、該文書ＤＤＤの４１頁目～１００頁目までの再印刷が終了すると、該文書ＤＤ
Ｄの前回の印刷履歴（“ＤＤＤ　１００マイ　トレイ１→２”）を、再印刷後の印刷設定
内容（“ＤＤＤ　１００マイ　トレイ１”）に置換、更新したうえで、“インサツデキマ
ス　カンリョウＪＯＢ：２　ＤＤＤ　１００マイ　トレイ１　ＢＢＢ　１マイ　トレイ１
”という内容の動作状態表示画面３５９ｂに切換える。
【０１２６】
　図９に示す一連の表示の流れにおける、印刷設定画面３５６ｂの表示内容からも分かる
ように、この発明では、ＰＣから印刷指示した文書が上述した用紙自動切換継続印刷処理
されることにより意図しない印刷結果が得られる場合でも、プリンタ３０側での当該文書
の再印刷設定画面３５６ｂ上で、切換頁より前の頁を印刷頁として指定することを規制し
、切換頁以降の頁のみ該切換頁数より前の頁の印刷に用いて用紙種別を間違いなく指定し
て意図通りの印刷結果を自席のＰＣまで戻ることなく簡単に取得できる。
【０１２７】
　この他、本発明は、上記し、且つ図面に示す実施例に限定することなく、その要旨を変
更しない範囲内で適宜変形して実施できるものである。
【０１２８】
　例えば、本発明に係るプリンタ３０での再印刷制御は、用紙の種別の指定間違いに限ら
ず、用紙のサイズ、ためし印刷、集約印刷〔１頁にＮ（Ｎ＝２，４，６，…）頁分の画デ
ータを集約して印刷する〕の指定を１または複数間違えたり、あるいは、上述した用紙自
動切換継続印刷処理において、ＰＣから文書印刷指示に際して指定したサイズの代替用紙
が無い場合に他のサイズの用紙に切換えて印刷されたり、ＰＣから指定した用紙が不足す
るために文書を集約印刷される等の要因で意図しない状態の印刷結果が得られる場合の再
印刷にも対応可能である。
【０１２９】
　これらの要因で意図する印刷結果が得られずに再印刷する場合も、該文書の印刷履歴に
基づき、前回間違えて指示した属性、あるいは前回の印刷指示に対して自動変更された属
性を特定し、該文書の再印刷設定画面上で該特定した属性の設定受付けを規制することに
より、意図する印刷結果に対応する印刷設定が正確かつ容易に行なえるようになる。
【産業上の利用可能性】
【０１３０】
　本発明は、文書処理端末とネットワーク接続され、利用者が文書処理端末を用いて離れ
た場所から利用するプリンタや複合機等の印刷制御装置、及び該印刷制御装置を用いる印
刷制御システムに適用できる。
【図面の簡単な説明】
【０１３１】
【図１】本発明に係わる印刷制御システムの全体構成を示すブロック図。
【図２】クライアント端末の機能構成を示すブロック図。
【図３】プリンタの機能構成を示すブロック図。
【図４】クライアント端末とプリンタ間の印刷処理に係る制御シーケンスを示す図。
【図５】印刷履歴管理テーブルを用いて管理される印刷履歴情報の一例を示す表図。
【図６】本発明に係るプリンタの再印刷処理動作を示すフローチャート。
【図７】図６のステップＳ５０５及びＳ５０６の詳細処理を示すフローチャート。
【図８】再印刷制御に係る状態表示の流れと表示内容の具体例を示す概念図。
【図９】別の例の再印刷制御に係る状態表示の流れと表示内容の具体例を示す概念図。
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【符号の説明】
【０１３２】
　１０，１０－１，１０－２，～，１０－ｎ…クライアント端末（ＰＣ：パーソナル・コ
ンピュータ）、１１…入力／操作部、１２…表示部、１３…記憶部、１４…制御部、１４
１…アプリケーション部、１４２…印刷ジョブ生成部、１４３…印刷装置状態管理制御部
、１５…通信インタフェース（Ｉ／Ｆ）部、３０…プリンタ、３１…通信インタフェース
（Ｉ／Ｆ）部、３２…記憶部、３２１…印刷履歴管理テーブル、３３…画像処理部、３４
…画像形成部、３５…表示／操作部（コントロール・パネル）、３６…制御部、３６１…
印刷制御部、３６２…印刷履歴管理部、３６３…印刷履歴表示制御部、３６４…文書保管
制御部、３６５…再印刷制御部、４０，４０－１，４０－２，４０－３，４０－４…給紙
トレイ、５０…伝送路

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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